
 

 

令和６年度ふるさと龍ケ崎ブランド農産物認知度向上事業業務委託に係るプロポーザル 

選定委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 令和６年度ふるさと龍ケ崎ブランド農産物認知度向上事業業務委託における公募

型プロポーザル方式に係る優先交渉権者の選定を厳正かつ公正に行うため、令和６年度

ふるさと龍ケ崎ブランド農産物認知度向上事業業務委託に係る公募型プロポーザル方式

実施要領に基づき、令和６年度ふるさと龍ケ崎ブランド農産物認知度向上事業業務委託

に係るプロポーザル選定委員会を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 優先交渉権者の選定に係る評価基準に関すること。 

 (2) 優先交渉権者の選定に係る審査及び評価に関すること。 

 (3) 優先交渉権者の選定に関すること。 

 (4) 前３号に掲げるもののほか、必要と認める事項 

 （組織） 

第３条 委員会は、委員５人をもって組織する。 

 （委員） 

第４条 委員は、次に掲げる者とする。 

 (1) 市民経済部 部長、市民経済部 次長 

 (2) 市民経済部 農業政策課 課長 

 (3) 総合政策部 秘書広聴課 担当者 

(4) 福祉部 こども家庭課 担当者 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。委員長は市民経済部長とし、副委員長は市民

経済部次長とする。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議） 



 

第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集する。 

２ 委員長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

４ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

５ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して会議への出席を求め、意

見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（中立の保持） 

第７条 委員は、プロポーザル方式に参加する特定の者の利益又は不利益となる行為をし

てはならない。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、市民経済部農業政策課において処理する。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定

める。 

付 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、令和６年６月 11日から施行する。 

２ この要綱は、令和６年度ふるさと龍ケ崎ブランド農産物認知度向上事業業務委託にお

ける公募型プロポーザル方式による優先交渉権者が選定される日をもってその効力を失

う。 

 


